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わたしの研究

私の研究のキーワードは、「身体」「生きる」「学ぶ」です。背景と

なる学問は「哲学」「教育学」です。身体を手がかりに、人はいかに

生き、学ぶのかを問い、よりよく生き、学び続けるための教育を考

えています。

この問いの原点には、小学校教師として子どもたちと過ごした経

験があります。教師が付き添える時間には限りがあります。その

後の長い人生を支え、自ら学び続ける力を、教育はいかに育むこ

とができるのか。この問いを、哲学者リチャード・シュスターマンの

「身体感性論（somaesthetics）」を手がかりに考えてきました。

身体感性論は、身体を単なる客体ではなく、感じ、行為し、世界

を経験する主体として捉え、身体的経験そのものを哲学的探究の

対象とします。博士論文では、この視点から教育を理論的に検討

するとともに、韓国古代の教育の一つ、花郎を考察しました。修了

後は、自らのヨガ実践を「一人称視点」から分析し、身体実践にお

ける「上達」や身体知の成立を研究しています。

現在は、ヨガ指導者養成カリキュラムにおける、身体感性を促す

「わざ言語」の生成と変容を研究しています。また、ヨガに限らず、

ダンスやアートなど、身体を通して学ぶ実践へと研究対象を広げ、

「学ぶこと」「教えること」を身体の側から捉え直すことを試みてい

ます。こうした理論と実践の往還を、上智大学の全学共通科目「身

体のリベラルアーツ」にも展開しています。

私たちにとって、身体とは何でしょうか。どう感じ、どう動き、どう

学ぶのでしょうか。「身体感性論」とは、身体をめぐる一つの答えで

はなく、自らの身体から「どう生きるか、どう学ぶか」を問い直すた

めの方法です。

自分自身を「移住者」と定義して考えたことは、これまでほとんどあり

ませんでした。私にとって日本での暮らしは、国境を越えて「移住」した

結果というより、日々の生活そのものだからです。私は自分を「移住

者」ではなく、「生活者」として認識しています。もちろん、韓国で生ま

れ育ち、今は日本で暮らしているという事実は知っています。でも、そ

れを毎日の暮らしの中で、いちいち意識するわけではありません。 

ただ、ときどき考えます。いつか、日本で暮らした時間が、母国で過

ごした時間を追い越す。その「折り返し地点」を過ぎたとき、自分の中

にある「韓国」と「日本」の濃度は変わるのだろうかと。まだ十数年先の

ことですが、少し気になっています。 

これまで「移住者」というアイデンティティが目立たなかったのは、私

が日本に来た頃が、グローバル化の空気が強かった時代だったから

かもしれません。しかし、コロナ禍によって国境を超える移動の制限が

突如として現れました。その後、世界の各地で移民を歓迎しない空気

も強まっていると感じます。最近では、それが遠い世界の話ではなく、

自分の暮らしに直接影響する政策の変化として現れるようになりまし

た。そうなると、「移住者」という言葉が、これまでとは違う重みを持っ

て、自分の中で浮上してきます。 

日々の暮らしは、そう変わりません。それでも最近、自分の中で芽生

えてきた「移住者」という意識と、どう付き合っていけばいいのか。それ

が最近の、静かな悩みです。
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2018年8月に日本体育・スポーツ・健康学会若手の会が

発足しました！→ メーリングリスト登録フォーム: 

https://goo.gl/forms/zGMPdPq5fY3kcB5q2

学会大会、研究会等の開催や報告者募集に関する案内、公募や助成

金情報等に関する情報提供を配信予定です。皆様からも、メーリングリ

ストで周知したい情報がありましたら、下記までご連絡ください。

taiikugakkaiwakate@gmail.com
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